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要 旨
本報告の目的は，タイ王国コンケーン大学看護学部生受入れプログラムの開発から評価までの過程
を振り返り，今後の留学生受入れプログラムの実施への示唆を得ることである．
プログラムは，千葉大学大学院看護学研究科国際活動委員会が中心となって開発した．プログラム
のテーマは，日本における看護学教育・研究を牽引してきた千葉大学看護学部の特徴を踏まえ，「千
葉大学看護学部で看護を学ぶ―伝統と革新―」とし，千葉大学看護学部における教育を体験する等の
３つの目標を設定した．各専門領域の協力を得て，講義・演習・現地視察による９の学習内容を含む
プログラムを開発・実施した．プログラムの実施に当たり，研究科内の危機管理体制を構築し，学生
ボランティア６名の協力を得た．留学生に対して評価アンケートを実施し，プログラムを評価した．
評価アンケートの結果から，留学生は，日本の看護を知るとともに，自身がコンケーン大学で学習
している看護と比較したり，日本で得た知識を自国での看護にどのように応用できるかを考えたりす
ることができていた．また，プログラム参加は留学生の今後の学習意欲やキャリア形成にも影響を与
えたことが示唆された．学生ボランティアとの交流は，留学生の安心感や刺激につながったと考えら
れた．課題としては，効果的な学習と学生交流とのバランスを考えた留学時期の検討等が挙げられる．
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Abstract
This report aims to review the process, from development to evaluation, of an international student
program for students from the Faculty of Nursing, KhonKaen University in Thailand. It also intends to
gain suggestions for implementing future programs for accepting international students.
The Committee of International Affairs, the Graduate School of Nursing, Chiba University in Japan
developed the program. The theme of the program,‘Study Nursing at Chiba University School of
Nursing: Tradition and Innovation’, based on the characteristics of the School of Nursing at Chiba
University, has been at the forefront of nursing education and research in Japan. Three goals were es-
tablished, including experiencing the unique education philosophy at Chiba University School of Nurs-
ing. With cooperation from each specialized division, the program was developed and carried out in
nine areas of study that are conducted through lectures, practicums, and on„site visits. Program im-
plementation included creating a crisis management framework within the graduate school, and enlist-
ing the assistance of six student volunteers. The international students were asked to complete a ques-
tionnaire to evaluate the program.
The results of the evaluation questionnaire indicated that the international students gained an under-
standing of nursing in Japan, were able to compare it with the nursing they were studying at their own
school, KhonKaen University, and considered how they could apply what they learned in Japan to im-
prove nursing practice in their own country. In addition, the results indicated that participating in the
program impacted their motivation to study and their future career development. Furthermore, inter-
acting with the student volunteers reassured the international students, and energized them. Issues
that should be further examined include a suitable study abroad period that takes into account the
balance between effective studying and student interaction.
Key Words: international student program, student exchange, Thailand
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Ⅰ．は じ め に
千葉大学看護学部は，2015年２月にタイ王国コ
ンケーン大学看護学部と部局間協定を締結した．
コンケーン大学はタイ王国東北部最大規模の国立
総合大学であり，1971年に開設された看護学部は，
タイ王国で最初の看護学部である．学生数750名
（学部519名，修士183名，博士48名），教員数105
名で（2015年時点），アセアン地域において看護
学教育の中心的な役割を担い，東南アジアからの
留学生も受け入れている１）．
学生交流については，部局間協定締結後の2015
年３月から学部生の交換留学について，両学部の
教員間での打合せや現地視察など具体的検討が進
められてきた２）．千葉大学看護学部では，短期留
学プログラムとしては，これまでアメリカのアラ
バマ大学や，中国の北京大学，韓国のソウル国立
大学，インドネシアのガジャマダ大学からの学部
生受入れの経験があり３），これらは異文化看護に
焦点を当てたものであった．
今回のコンケーン大学看護学部生受入れは，
スーパーグローバル大学創成支援事業４）に基づ
き留学生の増加を図っている千葉大学全学の動向
も踏まえ，看護学研究科の国際活動委員会が中心
となり，千葉大学看護学部の特徴を国際発信でき
るようなプログラムとなるよう，新規のプログラ
ム開発に取り組んだものである．
Ⅱ．目 的
本稿の目的は，タイ王国コンケーン大学看護学
部生受入れプログラム（以下，プログラム）の開
発・実施から評価までの過程を振り返り，今後の
留学生受入れプログラムの実施への示唆を得るこ
とである．
Ⅲ．プログラム開発の実際
１．プログラムの対象学生
プログラムの対象学生はコンケーン大学看護学
部生２名であり，２年次生１名，３年次生１名で，
２名とも女性であった．また，当初より先方の教
員による引率は行わないとのことであった．
２．プログラムの実施期間
プログラムの実施時期は，４月時点においては
先方の希望により2017年７月21日（金）から８月
４日（金）の15日間が予定されていたが，急きょ
変更の要望があり調整の末，2017年７月23日（日）
の７月29日（土）の７日間（プログラム日程は，
７月24日（月）から７月28日（金）の５日間）に
最終決定した．
３．プログラムの企画・運営体制
プログラムの企画・運営のため，2017年４月に
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表１ プログラムの目的・目標
１．テーマ：千葉大学看護学部で看護を学ぶ―伝
統と革新―
２．目的：看護学の実践・教育・研究における
リーダー養成を目的として設立され，日本に
おける看護学発展を牽引してきた歴史ある看
護系大学のひとつである千葉大学看護学部に
おいて，看護を学ぶ．
３．目標
１）日本における看護学発展を牽引してきた歴史
ある看護系大学のひとつである千葉大学看護
学部における教育を体験する．
２）病院・施設・地域の保健医療施設等を訪問す
ることを通して，地域包括ケアシステムの構
築が進む日本における看護の実際を知る．
３）自国における看護と日本における看護を比較
することにより，共通性と相違性を見出し，
文化が看護に与えている影響について考察す
る．
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千葉大学大学院看護学研究科内にワーキンググ
ループを立ち上げた．ワーキンググループ長は国
際活動委員会副委員長とし，メンバーは，国際活
動委員会の全委員８名と副学部長かつ学部教務委
員長１名の合計９名であった．ワーキンググルー
プは，2017年７月下旬の受入れに向けて，2017年
５月から７月中旬まで合計７回の対面での会議を
行った．
４．プログラムの目的・目標の明確化
コンケーン大学側からはプログラムの目的・目
標，内容に関する具体的な要望はなかった．そこ
で，ワーキンググループ会議にて，千葉大学看護
学部で行っている教育の特徴についてブレインス
トーミングを行った．メンバーから，「学部生で
あるため，体験型のプログラム内容を多くするの
がよい」「講義は，領域専門的な内容よりも日本
の看護について概要を知るものがよい」などの意
見が出された．これを基に，ワーキンググループ
にてプログラムの目的・目標を設定した（表１）．
この目的・目標は，学部教務委員会，看護学研究
科教授会で検討され，承認を得た．
５．学習内容の考案
学部教務委員会において，プログラムの実施期
間，目的・目標等の説明を行い，各専門領域で提
供可能な学習内容および対応可能な日程の提示を
依頼した．12の専門領域から，14の学習内容が提
示されたが，プログラム日程や講義，演習，現地
視察のバランスを考慮し，ワーキンググループで
９の学習内容を選定した．
６．評価方法の決定
プログラムについて留学生からの評価を得るた
め，無記名の評価アンケートを作成した．評価項
目は，「プログラムに参加前後の日本や日本の看
護，日本の看護教育に対する印象の変化」等の自
由記載とした．評価アンケートはプログラム最終
日前日に留学生に配布し，記載を依頼した．コス
ト面，安全面については，ワーキンググループで
評価した．
７．倫理的配慮
留学生に対して，任意であることを説明したう
えで，書面と口頭にて，評価アンケートの記載内
容をプログラムの評価および学術雑誌等における
報告，千葉大学看護学部ホームページによる広報
に使用することを説明し，同意書へのサインを得
た．
Ⅳ．プログラム運営に必要な準備
１．危機管理体制の構築
プログラムの総括と日々のプログラム責任者は
国際活動委員が担うこととし，危機管理体制には，
研究科長，研究科長補佐，事務長もメンバーに加
わった．留学生に引率教員が同行していないため，
留学生に健康上の問題や事件・事故等の緊急事態
が生じた際の状況把握と対応がスムースに行える
ように配慮した．具体的には緊急連絡用に携帯電
話を１台レンタルし，この携帯電話番号を留学生，
学生ボランティア，プログラムの担当領域の教員
に周知し，留学生には健康上の問題や事件・事故
等の緊急事態が生じた際は，連絡するように説明
した．また，危機管理体制に関係する教員間の緊
急連絡網を作成した．緊急連絡網には学生の宿泊
ホテルの情報，警察・消防・医療機関連絡先，千
葉県内の救急当番医・夜間休日急病診療所の検索
サイトを掲載し，関係教員が迅速に対応に当たる
ことができるようにした．あわせて，千葉大学医
学部附属病院には，緊急時の受診依頼を行った．
２．Program Specific Agreementの取り交わしと
招聘状の発行
事務部より助言を得て，両大学の学部長・研究
科長間において，今回のプログラムに特化した
Program Specific Agreementを書面で取り交わし
た．その後，千葉大学大学院看護学研究科から留
学生２名に対する招聘状を発行した．
３．留学生の背景情報の取得
コンケーン大学看護学部の国際活動委員長を通
して，事前に留学生の背景情報の提供を依頼した．
母国での緊急連絡先，健康問題の有無，ワクチン
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表２ プログラムの日程表
日にち 午 前 午 後
7/23（日） コンケーン出発 成田空港到着，ホテルチェックイン
7/24（月） オリエンテーション
キャンパスツアー
歓迎会
（理論看護学）
演習「２年次 看護基本技術Ⅰ」
模擬患者への看護技術適用練習参加
（政策・教育開発）
講義「千葉大学看護学部の技術教育の基盤とな
る看護理論」
7/25（火） （成人看護学）
現地視察「千葉大学医学部附属病院の見学」
（小児看護学・老人看護学）
現地視察「千葉リハビリテーションセンター見
学」
7/26（水） （政策・教育開発）
現地視察「千葉大学柏の葉キャンパス・柏の葉
鍼灸院見学・体験」
柏の葉キャンパス周辺地区踏査
7/27（木） （看護教育学）
講義「日本の看護学教育」
（専門職連携教育研究センター）
講義「千葉大学におけるIPE（Interprofessional
education）」
（健康管理看護学）
現地視察「ちば県民保健予防財団の見学」
7/28（金） （地域看護学）
現地視察「千葉市中央保健福祉センター 運動
教室（筋力トレーニング）への参加」
留学生によるプレゼンテーション
送別会
研修の振り返り
修了証授与
7/29（土） ホテルチェックアウト
成田空港出発
コンケーン到着
※注：～は学習内容を示す。
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の接種と抗体獲得の状況，胸部レントゲン撮影の
結果，旅行保険への加入状況，文化的・宗教的な
配慮事項の有無について情報を得た．また，コン
ケーン大学看護学部から，留学生のプロフィール
（趣味や日本への関心ごと等を書いたもの），留
学生の写真，留学生の既習科目名が提供された．
４．学生ボランティアの活用
千葉大学看護学部生を2017年度後期にコンケー
ン大学に派遣する計画もあり，学生間の交流を深
める目的で，看護学部生と看護学研究科大学院生
の学生ボランティアを活用した．学生ボランティ
アを募るために学内掲示板にて募集を行った. 学
生ボランティアには，日本到着時のホテルまでの
付き添い，プログラム期間中の移動の付き添い，
現地視察への参加，歓迎会・送別会への参加等を
依頼した．ボランティアに対して，移動等の経費
を保証するべく，プリペイドカードによる謝礼を
渡した．学生ボランティアとして，学部２年生２
名，学部３年生３名，博士前期課程１年１名の合
計６名が参加した．学生ボランティアには，事前
にオリエンテーションを行った．
５．プログラム冊子の作成
留学生や関係教員に配布するため，本プログラ
ムの冊子を作成した．冊子には，①スケジュール，
②注意事項，③プログラムのテーマ・目的・目標，
④各学習内容（テーマ，担当者，場所，開始時間，
終了時間，学習内容の概要），⑤看護学部への案
内図，看護学部建物配置図，⑥宿泊ホテルの情報
を掲載した．②の注意事項には，貴重品の管理方
法，写真撮影時の注意，温度・湿度が高い日本の
夏における体調管理方法，ごみ処理のマナー，食
費・移動費・ホテル代の支払い方法，緊急連絡先
等を含めた．
６．宿泊先の手配
留学生の活動の利便性を考え，看護学部のある
千葉大学亥鼻キャンパスおよび千葉駅に近く，安
価なビジネスホテルを確保した．
７．歓送迎会の企画
プログラム初日の歓迎会および最終日の送別会
を企画した．歓迎会，送別会ともに，食事を取り
ながら留学生が千葉大学看護学部生と交流を図る
機会となるようにした．
Ⅴ．プログラムの実施
実際のプログラムの日程表を表２に示す．看護
学部のセミナー室の一つを留学生の拠点として専
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表３ 評価アンケートの結果
質問項目 回 答
①プログラムに参加前後の日本や日本
の看護，日本の看護教育に対する印
象の変化
＜参加前→参加後＞
・私は日本の食べ物や親切な日本人が好きである．
→看護教育が興味深く最新であるため，日本で働いたり勉強したり
したい．
・日本は私がもっとも憧れている国である．日本で文化や生活習慣，
タイとは異なる看護を学びたい．日本食が好きである．
→日本人と友だちになれた．友だちが勤勉で私も積極的になれた．
修士課程で学び続けたいと思うようになった．
②①の印象の変化の理由と最も印象に
残ったプログラム中の体験
・鍼灸治療が印象深い．医療サービスにアクセスしにくいタイの農村
部の人々をケアするために，薬草について学びたい．
・ちば県民保健予防財団は，胃やがんの検診において，すばらしい技
術を有している．これは貧しい人々が裕福な人々と同等のサービス
を受けることを可能にしている．
③プログラムでの体験が今後の自身の
看護学の学習に与える影響
・学生相互の演習，近代的な病院サービス，からだとこころのケアと
リハビリテーション，薬草の使用，迅速で低コストの健康サービス
など，タイの看護に応用可能な多くの学びを得た．
・患者のベッドから椅子への移乗介助方法など，タイとは異なる基礎
看護技術について新たな知識を得た．片頭痛に効くマッサージ法も
学んだ．
④プログラムの改善点や要望 ・プログラムは適切だった．千葉大学における看護の基本について学
ぶことができ，有効な時間だった．自由時間には買い物など興味あ
る活動ができた．可能であれば，千葉大学の全キャンパスに行って
みたかった．
・プログラムは私にとって大変よかった．日本人はとても親切だった．
可能であれば，千葉大学の４つのキャンパスに行けるように，２週
間のスケジュールだとよい．
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用に確保した．なお，プログラムの日程は千葉大
学看護学部４年生の看護統合実習と重なってお
り，統合実習の指導を行いながらプログラムを担
当した専門領域もあった．
１日目のオリエンテーションでは，留学生に英
語版の千葉大学の紹介DVDを流し，続いて日本
語版の看護学部の紹介DVDをワーキングメン
バーが英語で適宜，説明した．プログラム冊子に
沿って，スケジュール，注意事項，プログラムの
テーマ・目的・目標等を説明し，2014年９月に千
葉大学国際教育センターが発行した「留学生のた
めの防災マニュアル－地震が起こった時」を配布
し，災害時の対応についても説明した．また，留
学生の日本での緊急連絡先の電話番号，メールア
ドレスについて情報を得た．キャンパスツアーは
学生ボランティアが担当した．その後，留学生，
学生ボランティア，研究科長，ワーキンググルー
プメンバーの参加による，歓迎会を行った．１日
目の午後からの～の各学習内容は，各担当領
域が担当した．うち，，，，は学生ボラ
ンティアもプログラムに同席，参加した．
最終日の午後の留学生によるプレゼンテーショ
ンでは，留学生による英語版のコンケーン大学の
紹介DVDを用いたプレゼンテーション，民族衣
装を身に着けての地域の民族舞踊の披露が行われ
た．千葉大学の教員や学部生約40名が参加した．
その後の送別会では学生ボランティア，ワーキン
ググループメンバー，プログラム担当領域の教員
との研修の振り返りが行われ，留学生２名に本プ
ログラムの修了証が授与された．その後，学生ボ
ランティアの申し出により，留学生への浴衣の着
付けが行われた．
Ⅵ．プログラムの評価
１）学習面の評価
評価アンケートの結果を表３に示す．留学生は，
日本の看護を知るとともに，自身がコンケーン大
学で学習している看護技術と比較したり，得た知
識をタイの農村部に住む人々へのケアなど，自国
での看護にどのように応用できるかを考察したり
していた．千葉大学の学生との交流についても肯
定的な意見が得られた．
２）コスト面の評価
留学生の渡航費，宿泊費，食費，交通費は留学
生の自己負担とした．歓迎会，送別会は留学生の
負担はなく，教員親睦会，看護学部後援会から補
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助が行われた．学生ボランティアの交通費と謝礼，
引率教員の交通費，緊急連絡用携帯電話レンタル
代金は，看護学研究科の経費から支出された．留
学生の自己負担金はコンケーン大学看護学部の国
際活動委員長を通じて事前に学生に知らせ，予算
内に収めることができた．
３）安全面の評価
留学生は体調不良や事故を起こすことなく，全
プログラムに参加することができた．
Ⅶ．考 察
本プログラムの目標は，千葉大学看護学部にお
ける教育を体験し，保健医療施設等の訪問を通し
て日本における看護の実際を知り，自国における
看護と日本における看護を比較・考察することで
あった．評価アンケート等の結果から，学生はプ
ログラムの目標をおおむね達成できたと評価で
き，プログラム内容は適切であったと考える．今
回は，コンケーン大学側からのプログラムの目
的・目標，内容に関する具体的な要望はなかった
が，さらなるプログラムの充実のためには，派遣
大学側との目的・目標，内容に関する事前協議，
事後評価が必要となると思われる．
また，留学生は日本文化への関心をもってプロ
グラムに参加したことがうかがわれ，参加後は日
本の看護教育や医療現場の理解を深めるととも
に，今後の看護学の学修の方向性を明確にしたと
思われた．千葉大学の看護学部生が韓国のソウル
国立大学に短期留学した際と同様に５），本プログ
ラムは留学生の今後の学習意欲やキャリア形成に
も影響を与えたことが示唆された．
評価アンケートの結果から，学生ボランティア
との交流は，留学生に安心感や刺激を与えたと考
えられた．学生ボランティアが自発的に留学生へ
の浴衣の着付けを申し出るなど，主体的な学生交
流が行われていた．留学生との交流は千葉大学の
看護学部生にとっても異文化交流の機会となるた
め，より多くの学生ボランティアが参加できると
よいと考える．
安全面については，国際交流委員同士の情報交
換を密にし，留学生のプロフィールの提供など先
方からの情報提供が積極的に行われたこと，本研
究科からも必要な学生情報の取得に努めたこと，
危機管理体制を構築したことが，安全なプログラ
ム実施につながったと考える．
課題としては，受入れ期間が学期中であったた
め，学部生は授業（４年生は実習）があり，ボラ
ンティア学生の確保が困難であったこと，実習を
担当する教員とのかかわりは事実上かなり限られ
たことが挙げられる．その一方で，学期中である
ことで，留学生が千葉大学看護学部内での演習に
参加したり，病院実習中の学部生の様子を見学で
きたというメリットもあった．今後に向けては，
効果的な学習と学生交流とのバランスを考えた，
適切な時期および受け入れ人数の設定が必要であ
る．また，教員負担の軽減策を検討する必要があ
る．なお，今回は千葉大学柏の葉キャンパスの教
員の協力を得てプログラムを実施したが，留学期
間が長期になる場合は，学習目標に沿った亥鼻キ
ャンパス以外の他学部の教員が担当するプログラ
ムも組み入れることで，学習内容が広がることも
期待される．
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